
第 1263 回例会　　2012 年 10 月 31 日

本日のソングリーダー　渡邊　裕之会員

　東京板橋セントラルロータリークラブより 10 月
26 日の例会スケジュールを変更するご連絡がきて
おります。
　通常例会ですが、12：30 より卓話「メロディに
のせて」ミックスバンド演奏、13：00 より例会・
食事となります。

　幹 事 報 告

前田会員／結婚記念日に祝いの品有難うございまし
た。夫婦とも忘れてましたが、家内と喜んで頂
きました。

滝澤会員／結婚記念日のお祝いありがとうございま
した。

佐々木親睦委員長／９月 26、27 日の移動例会の残
金をニコニコします。

新倉会員／月曜日（22日）池袋西 RCへメイキャッ
プに行きました。ガバナー訪問日で石川ガバ
ナーと写真を撮ってもらいました。今日は 100
ドル寄附ありがとうございます。（ロータリー
財団担当ですので）

渡辺会員／本日仕事で、早退させていただきます。
貧乏暇なしでスイマセン。

ニコニコ BOX  �

■出席報告

会　員 出席参入
会員数 出席数 欠席数 出席率 10月 10 日分

修正出席率

34名 32 名 26 名 6名 81.25％ 90.63％

本日のプログラム
　例　会� 12：30 ～ 13：30
　卓　話　　 　武道の視点から
　　　　　　　　　　領土問題を考える
　　　　　　　　明治神宮　至誠館
　　　　　　　　　　館　長　荒谷　卓氏
　　　　　　　　　　紹介者　村上芳明会員

①石川ガバナーより東京江北ロータリークラブ会員
鈴木　喬君を2015−2016年度当地区ガバナーノ
ミニーの候補者に指名致しました。
　なお、14日以内に対抗候補者の提出が無い限り、
指名委員会の指名通り確定することとなります。
とのお知らせです。
②地区国際奉仕委員長より11月30日〜 12月２日ド
イツのベルリンで開催される「ロータリー世界平
和フォーラム」参加へのお願いのご案内がきてお
ります。詳細はウエブサイトでご覧になれます。
　尚、2013年５月17日〜 18日に広島で開催される
「ロータリー世界平和フォーラム」については後
日、ご案内が届く予定です。

　会 長 報 告

次回のプログラム
　例　会� 12：30 ～ 13：30
　卓　話　表題未定
　　　　　地区ロータリー財団委員会

 資金推進委員会委員長　山口恭弘氏　
紹介者　新倉康榮会員



　国際理解、親善、平和の推進は、ロータリー運動
の礎です。200 以上の国と地域でロータリーが活発
に活動し、その存在感を示すことは、「奉仕を通じ
て平和を」築く世界的リーダーとしてのロータリー
の存在を確立するためにも重要です。ロータリーは、
その歴史の中で、これらの分野において多くの功績
を残してきました。しかし、将来にも目を向け、ロー
タリーの未来と世界平和の進展が今日の若者たちに
かかっていることを認識する必要があります。より
良い世界を後世に残していくには、意義ある活動に
若者たちに参加してもらい、将来に向けてロータ
リーの平和構築運動を続けていくための力を与えな
ければなりません。
　2012-13 年度、国際ロータリーは３回にわたり
「ロータリー世界平和フォーラム」を開催します。
それぞれ３日間のフォーラムでは、ロータリアンや
地域のリーダーとともに平和への決意を固めます。
ベルリンでのフォーラムは「民主主義と自由」と
いう価値をテーマとします。ホノルルと広島での
フォーラムは「若者」に焦点を当て、ローターアク
ター、インターアクター、青少年交換学生、ライラ
リアン、国際親善奨学生、ロータリー平和フェロー、
学友、若きロータリアンのリーダーなど、新世代プ
ログラムの参加者を交えて行われます。全地区から
少なくとも２名の若者（上記に該当）が出席できる
よう、各地区に援助していただけることを願ってい
ます。また、相互に対話が可能な中継放送を通じて、
遠隔地よりフォーラムに参加できる機会も設けられ
ます。詳細は、www.rotary.org をご参照ください。
�
ベルリン（ドイツ）　2012年11月30日～12月２日
国境のない平和
平和を築き、国際理解と協力において人々が相互に
かかわり合う機会を推進する上での、民主主義の役
割を考察します。国家間の理解を促進する上での国
際共同委員会の功績と役割を紹介します。
ホノルル（米国ハワイ）　2013 年１月25～27日
平和にいたる緑の道
平和の前提条件として、人類が共有する環境資源の

保存と保護、および自然災害の影響の緩和の重要性
に焦点を当てます。新世代を中心に、若者たちによ
る平和のビジョンを育んでいくことに焦点を当てま
す。
広島（日本）　2013 年５月17～18日
平和はあなたから始まる
私たち一人ひとりが日々の生活や地域社会での活動
で平和を推進する方法を考察します。未来志向のこ
の会議では、一人ひとりが今後（何日、また何年に
もわたり）どう貢献していけるかを、参加者に問い
かけます。

�

� 2012-13 年度国際ロータリー会長

2012-13 年度
ロータリー世界平和フォーラム

卓　　話第1262 回例会

　小生が会長の一年間、皆さんにはご協力いただき
ありがとうございました。1988 年４月に入会して
24 年目で、大役をおおせつかり、自分では思い出
に残る、また、すごく勉強になり楽しい一年間でし
た。今はもう、五、六年前の様な気がして、海が大
好きなので来年の５月までの日程を立てて楽しんで
います。
　思い起こしてみますと、社会に出たのが、1972
年、父の会社に入社して、1982 年、父から独立し
て制作会社を作り、1992 年、借金ビルを建てて販
売会社を作り、2002 年、メーンクライアントと取
引がなくなり、ゼロからのスタートで、覚悟に勝る
決断はなし、と新規クライアントの獲得の 10年間。
2012 年は、長男が結婚するにあたり、長男、次男
と家族会議をして、会社を継がない方針で結論が出
て、新たに島田家に共通の夢を持たせるために、兄
弟と娘に持ち株会社を作り、現在に至っております。
　丁度、小生の人生は 10 年サイクルで、物語が起
きているようです。丁度節目に当たる年に、当クラ
ブの会長の任に当たったのは、偶然ではない様な思
いです。
　2022 年の 10 年後は、どんな物語が起きていて
皆さんにお話できるか自分にもわかりません。
　今後とも、ご指導ご鞭撻宜しくお願いいたします。
　一年間ありがとうございました。

一年間を顧みて

　　　　　2011-12 年度会長� 島田謙司会員　


